
の
つ
な
が
り
が
弱
い
た
め
、

製
造
業
が
そ
の
つ
な
が
り
役

を
担
う
な
ど
連
携
を
高
め
て

い
く
こ
と
が
大
切
と
提
言
し

た
。

ス
な
ど
の
よ
う
に
釧
路
な
ら

で
は
の
魅
力
を
活
か
し
て

〝
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
シ

テ
ィ
〟
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ

を
確
立
す
る
こ
と
や
、
一
次

産
業
が
強
い
一
方
で
産
業
間

弘
代
表
取
締
役
社
長
を
講
師

に
招
き
開
催
。
苫
東
開
発
の

取
り
組
み
や
釧
路
地
域
に
お

け
る
産
業
の
将
来
性
に
つ
い

て
講
演
を
行
っ
た
。

は
じ
め
に
辻
氏
は
、
北
海

道
経
済
部
長
や
副
知
事
な
ど

を
務
め
て
き
た
経
験
か
ら

「
医
療
や
教
育
機
関
、
産
業

な
ど
の
都
市
機
能
が
備
わ
っ

て
い
る
釧
路
を
道
東
の
拠
点

に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

と
当
地
域
へ
の
期
待
を
述
べ

た
。続

い
て
、
人
口
や
経
済
指

標
の
デ
ー
タ
な
ど
を
も
と
に

北
海
道
全
体
や
釧
路
の
現
状

を
分
析
。
道
内
全
体
に
比
べ

て
釧
路
は
人
口
減
少
の
ス
ピ

ー
ド
が
早
く
、
経
済
の
回
復

も
遅
れ
が
ち
で
あ
る
と
課
題

を
解
説
し
た
。

最
後
に
、
釧
路
が
発
展
し

て
い
く
た
め
に
は
、
霧
フ
ェ

今
回
は
『
道
東
の
拠
点
都

市
〝
釧
路
〟
に
期
待
す
る
こ

と
～
苫
東
開
発
の
取
り
組
み

を
通
し
て
～
』
と
題
し
、
国

の
政
策
で
あ
る
苫
小
牧
東
部

地
域
（
＝
苫
東
）
の
開
発
を

担
っ
て
い
る
㈱
苫
東
の
辻
泰

工
礦
業
部
会
（
島
本
幸
一

部
会
長
）
が
担
当
す
る
第
２

３
９
回
議
員
例
会
を
７
日

（
木
）
正
午
よ
り
道
東
経
済

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
開
催
し
、

役
員
議
員
ら
約

人
が
出
席

し
た
。

な
ど
を
挙
げ
、
安
全
で
安
定

し
た
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
確

保
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

て
『
尾
幌
糸
魚
沢
道
路
の
整

備
促
進
』
『
別
保
尾
幌
道
路

の
整
備
促
進
（
早
期
着
工)



お
け
る
農
水
産
物
の
供
給
や

災
害
に
強
い
地
域
を
つ
く
る

た
め
、
重
点
要
望
項
目
と
し

地
方
創
生
・
沖
縄
北
方
担
当

大
臣
や
、
国
土
交
通
省
北
海

道
局
・
港
湾
局
・
道
路
局
、

外
務
省
欧
州
局
、
農
林
水
産

省
水
産
庁
・
畜
産
局
、
内
閣

府
北
方
対
策
本
部
、
経
済
産

業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
、

環
境
省
自
然
環
境
局
、
国
土

交
通
省
航
空
局
、
財
務
省
を

訪
れ
要
望
書
を
手
交
す
る
と

と
も
に
、
地
域
の
声
を
直
接

届
け
各
項
目
へ
の
理
解
と
実

現
に
向
け
協
力
を
求
め
た
。

今
回
は
道
路
、
港
湾
な
ど

の
社
会
基
盤
整
備
や
農
水
産

業
、
石
炭
な
ど
の
産
業
基
盤

の
充
実
、
北
方
領
土
問
題
へ

の
対
応
、
地
域
医
療
の
体
制

確
保
な
ど
の
継
続
案
件
と
、

新
規
項
目
『
国
道
２
７
２
号

に
お
け
る
交
通
安
全
対
策
』

『
北
海
道
広
域
的
地
域
活
性

化
基
盤
整
備
計
画
（
二
地
域

居
住
）
の
策
定
』
を
加
え
た

全

項
目
を
要
望
し
た
。

そ
の
う
ち
、
根
釧
地
域
に

域
の
課
題
を
伝
え
、
両
圏
域

が
抱
え
る
懸
案
事
項
の
早
期

解
決
を
図
る
た
め
に
活
動
し

て
い
る
。

要
望
に
は
、
当
機
構
の
代

表
幹
事
を
務
め
る
根
室
商
工

会
議
所
の
山
田
康
志
会
頭
と

当
所
の
栗
林
定
正
会
頭
、
幹

事
を
務
め
る
根
室
管
内
商
工

会
連
合
会
の
上
原
芳
昭
会

長
、
釧
路
管
内
商
工
会
連
合

会
の
土
井
茂
人
会
長
ら

人

が
参
加
し
た
。

８
日
（
火
）
の
札
幌
要
望

で
は
、
北
海
道
開
発
局
、
北

海
道
経
済
産
業
局
、
北
海
道

庁
、
根
釧
地
域
選
出
の
北
海

道
議
会
議
員
を
訪
問
。

９
日
（
水
）
、

日(

木)

の
東
京
要
望
で
は
、
鈴
木
貴

子
衆
議
院
議
員
、
伊
東
良
孝

在
す
る

の
商
工
会
で
構
成

し
、
経
済
界
の
立
場
か
ら
地

当
機
構
は
、
根
室
・
釧
路

商
工
会
議
所
と
同
管
内
に
所

張
っ
て
ね
」
と
選
手
に
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。

釧
路
を
元
気
に
す
る
華
実

の
会
（
西
池
詔
江
会
長
）
は


日
（
火
）
、
釧
路
商
工
会

議
所
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
を
応

援
す
る
市
民
有
志
の
会
と
共

に
、
夏
期
強
化
合
宿
で
釧
路

を
訪
れ
て
い
る
亜
細
亜
大
学

硬
式
野
球
部
に
歓
迎
の
意
を

込
め
て
昼
食
を
提
供
し
た
。

当
会
は
、
元
気
な
地
域
づ

く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
に
掲
げ
て
お
り
、
地
域
に

活
気
を
も
た
ら
す
ス
ポ
ー
ツ

へ
の
応
援
・
支
援
も
活
動
の

一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る
。

同
大
学
野
球
部
へ
の
支
援

は
釧
路
で
合
宿
を
開
始
し
た

平
成

年
度
か
ら
実
施
。
今

年
で

回
目
を
迎
え
た
。

今
回
は
選
手
や
監
督
、
ス

タ
ッ
フ
な
ど
約

人
へ
、
西

池
会
長
を
は
じ
め
伊
貝
義
子

副
会
長
古
俣
静
子
幹
事
長


上
島
多
起
子
監
事
ら
が
お
弁

当
と
お
菓
子
を
振
舞
い
「
頑

工
の
仕
方
な
ど
を
学
ん
だ
。

投
稿
は
す
で
に
始
ま
っ
て

お
り
、
舟
漕
ぎ
大
会
に
参
加

し
た
様
子
な
ど

が
投
稿
さ
れ
て

い
る
。

参
加
、
他
女
性
会
と
の
交
流

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
活
動

を
、
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
う
た
め
会
員
自
ら
情

報
発
信
し
て
い
く
。

７
月

日
（
月
）
の
例
会

で
は
、
イ
ン
ス
タ
開
設
に
向

け
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
に
つ
い
て

勉
強
会
を
実
施
。
釧
路
市
ビ

ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

ｋ
―
Ｂ
ｉ
ｚ
の
田
辺
貴
久
副

セ
ン
タ
ー
長
を
講
師
に
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
使
い
方
や
写
真
の
加

当
所
女
性
会
（
迫
田
栄
重

会
長
）
が
７
月

日
（
月
）

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
（
＝
イ
ン

ス
タ
・
下
記
Ｑ
Ｒ
）
を
開
設

し
た
。

女
性
会
は
、
各
種
事
業
の

経
営
研
究
に
よ
り
会
員
相
互

の
啓
発
と
親
睦
を
図
り
、
地

域
経
済
の
振
興
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し

て
い
る
。

イ
ン
ス
タ
で
は
、
研
修
会

や
講
習
会
、
各
種
大
会
へ
の

・
個
人
問
わ
ず
可
能
で
、
支

援
希
望
者
は
諸
条
件
を
事
業

者
と
直
接
や
り
取
り
す
る
。

Ｈ
Ｐ
（
左
記
Ｑ
Ｒ
）
か
ら
登

録
す
る
と
認
定
事
業
の
情
報

を
メ
ー
ル
で
随
時
受
け
取
る

こ
と
が
で
き

る
。

佐
藤
氏
は
、
道
内
で
獣
害

問
題
と
な
っ
て
い
る
エ
ゾ
シ

カ
の
皮
を
利
活
用
し
た
皮
革

製
品
の
製
造
販
売
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
現
在
支
援
を
募

集
中
。
新
た
な
産
業
創
出
へ

の
想
い
や
エ
ゾ
シ
カ
革
の
可

能
性
を
語
っ
た
。

認
定
事
業
の
支
援
は
企
業

ス
や
移
住
サ
ポ
ー
ト
事
業
を

展
開
。
支
援
募
集
は
終
了
し

て
い
る
が
、
事
業
立
ち
上
げ

ま
で
の
経
緯
や
今
後
の
展
望

を
話
し
た
。

高
橋
氏
は
、
釧
路
唯
一
の

病
児
保
育
施
設
と
し
て
の
必

要
性
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ

た
宣
伝
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
で

利
用
者
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
、
事
業
を
継
続
す
る
上
で

の
課
題
に
触
れ
、
財
務
基
盤

強
化
に
向
け
今
後
支
援
募
集

を
行
う
こ
と
を
説
明
し
た
。

持
続
性
を
審
査
す
る
と
と
も

に
事
業
者
と
支
援
者
の
橋
渡

し
役
を
担
っ
て
い
る
。

説
明
会
で
は
認
定
さ
れ
た

４
事
業
の
う
ち
、
㈱
釧
路
オ

ー
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
の
小
野
寺

理
江
氏
、
病
児
保
育
施
設
ス

ク
ラ
ム
の
高
橋
祥
子
氏
、
㈱

山
一
佐
藤
紙
店
の
佐
藤
公
一

郎
氏
の
３
事
業
者
が
事
業
内

容
や
想
い
な
ど
を
語
っ
た
。

小
野
寺
氏
は
、
創
業
や
新

規
事
業
を
後
押
し
す
る
場
と

し
て
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

当
所
で
は
、
創
立
１
０
０

周
年
事
業
と
し
て
釧
路
市
ビ

ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

ｋ
―
Ｂ
ｉ
ｚ
（
澄
川
誠
治
セ

ン
タ
ー
長
）
と
連
携
し
立
ち

上
げ
た
Ｋ
Ｃ
ボ
ー
ド
の
釧

路
共
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
認
定

事
業
説
明
会
』
を
７
月

日

（
土
）
に
開
催
し
た
。

Ｋ
Ｃ
ボ
ー
ド
は
、
釧
路
の

社
会
課
題
解
決
に
必
要
な
事

業
や
サ
ー
ビ
ス
を
共
助
に
よ

り
維
持
・
創
出
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
事
業
の
必
要
性
や

を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
話

し
た
。

ス
テ
ー
ジ
な
ど
の
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
。

尾
越
亮
介
実
行
委
員
長

（
＝
当
所
青
年
部
会
長
）
は

「
釧
路
を
代
表
す
る
夏
の
イ

ベ
ン
ト
を
目
指
す
と
と
も

に
、
観
光
客
に
も
足
を
運
ん

で
い
た
だ
き
、
夕
日
や
景
観

彩
な
ド
リ
ン
ク
が
楽
し
め
る

ほ
か
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
食

事
ブ
ー
ス
も
並
ぶ
。

ま
た
、
今
年
は
イ
ベ
ン
ト

ス
テ
ー
ジ
が
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ

Ｏ
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
側
に
設
置

さ
れ
、
毎
週
木
曜
日
～
土
曜

日
の
週
末
を
中
心
に
ダ
ン
ス

の
醸
成
を
目
的
と
し
て
開
催

し
て
い
る
。


回
目
と
な
る
今
年
は
、

昨
年
よ
り
一
週
間
長
い
９
月

６
日
（
土
）
ま
で
の

日
間

(

荒
天
時･

日
曜
日
を
除
く)



営
業
時
間
は
午
後
５
時
か
ら

８
時
ま
で
（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ

ー
は
午
後
７
時

分
）
。

会
場
で
は
地
酒
『
福
司
』

や
釧
路
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
振
興

協
会
の
カ
ク
テ
ル
や
鶴
居
村

の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
な
ど
多

釧
路
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
エ

リ
ア
を
盛
り
上
げ
る
夏
の
イ

ベ
ン
ト
『
釧
路
ヒ
ア
ガ
ー
デ

ン
２
０
２
５
』
が
明
日
開
幕

す
る
。

本
イ
ベ
ン
ト
は
当
所
青
年

部
が
実
行
委
員
会
を
担
っ
て

い
る
『
釧
路
た
の
・
う
ま
・

ベ
イ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
釧
路

ヒ
ア
ガ
ー
デ
ン
協
議
会
』
が

主
催
し
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
と
市
民
が
街
に
誇
り
を

持
つ
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド


小
規
模
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ

マ

ル

経

融

資

の

ご

案

内

マ
ル
経
資
金
は
小
規
模
事

業
者
の
経
営
改
善
に
必
要
な

資
金
を
、
日
本
政
策
金
融
公

庫
が
無
担
保
・
無
保
証
人
、

低
金
利
で
融
資
す
る
制
度

で
、
制
度
活
用
に
は
商
工
会

議
所
の
推
薦
が
必
要
で
す
。

融
資
限
度
額
は
２
０
０
０

万
円
（
８
月
１
日
現
在
利
率

１
．
９
％
）
。
詳
し
く
は
地

域
振
興
部
０
１
５
４
（

）

４
１
４
３
ま
で
。
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根
釧
圏
（
シ
マ
フ
ク
ロ
圏
）
発
展
推
進
機
構
で
は
、
７
月
８
日
（
火
）
か
ら

日

（
木
）
ま
で
の
３
日
間
、
地
域
が
抱
え
る
懸
案
事
項
の
早
期
解
決
に
向
け
た
要
望
を
行

う
た
め
、
札
幌
・
東
京
の
関
係
省
庁
お
よ
び
国
会
議
員
や
北
海
道
議
会
議
員
を
訪
問

し
、
地
域
の
実
情
を
訴
え
た
。

懸
案
事
項
の
早
期
解
決
に
向
け
て

根
釧
圏
発
展

推

進

機

構

札
幌･
東
京
で
要
望

事
業
内
容
や
想
い
語
る

Ｋ
Ｃ
ボ
ー
ド

認
定
事
業
説
明
会
を
開
催

釧路産業の可能性説く
第 239 回
議員例会 苫東 辻氏が講演

ヒ
ア
ガ
ー
デ
ン
明
日
開
幕

９
月
６
日
ま
で

亜
大
野
球
部
に
エ
ー
ル

釧
路
を
元
気
に
す
る
華
実
の
会

昼
食
を
提
供

ご
案
内
コ
ー
ナ
ー

国交省港湾局で要望書を手交する栗林会頭（左から３番目）

開
設
さ
れ
た
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

お弁当を提供するメンバー（右側）

Ｐ
Ｒ
す
る
尾
越
実
行
委
員
長
（
右
）
と
吉
田
勝
幸
事
務
局
長

データや自身の経験をもとに釧路への

期待を語る辻氏

事業内容を説明する高橋氏（右奥）

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
活
動
発
信

女
性
会

イ
ン
ス
タ
開
設

９ ２０２５年（令和７年）８月１５日（金曜日） （第三種郵便物認可）


